
学科名：

平成３０年度計画 平成３０年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的
項目

各部局で、具体的な取組・実行内容
に基づいて計画実行する（具体的に
期限やレベルなど数値目標を挙げて
定量的に記載する）

（平成２９年計画の具体的実行内容
を具体的に期限やレベルなど数値目
標を挙げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の達成
状況を評価する。 該当する項目に
ついては、セルを分割して、上段に
中間報告、下段に最終報告を記載す
る。

地震発生時の対応マニュアルの作成
を進めている。今後は防災の準備も
予算申請する予定である。

〇 〇

地震発生時のマニュアルを作成した
が、まだ不完全な部分が多いので、
今後は内容の充実を図る必要があ
る。

△ △

①PCの入替を機に、２F閲覧室西側
にPCコーナーを設置し、入館ゲート
付近にはソファーや小机を配置し、
学習するゾーンと寛ぐゾーンを明確
にした。②図書館システムをWeb版
に更新し、サーバートラブルを回避
することができるようになった。HP
のOPAC画面も新しくし、新着図書や
付近にある図書等がわかる仕組みに
している。現在はWeb版用のマニュ
アルを整備している。

〇 〇

①2階のゾーン分けは9月に完了して
いる。②図書館システムの更新も9
月に完了しており、それに伴いHPも
更新してる、新しいHPの使い方につ
いては図書館報で紹介している。そ
の他、大画面のモニターを使用し、
館内の紹介、文献の探し方等を紹介
している。

〇 〇

現行で利用している岡山共同リポジ
トリの担当者と連絡を密に取りなが
ら移行準備を進めており、10月から
は本格的な移行が始まり、10月末に
は移行が完了する予定である。今後
はJAIRO Cloudの研修を行いスムー
ズな運用ができるよう準備を進め
る。

〇 △

JAIRO Cloudへの移行は11月に完了
し、新しいシステムで研究成果を公
開している。現在は、最近刊行され
た学内紀要の搭載準備を進めてい
る。

〇 〇

①図書館システムの更新ができたの
で、新システムと発注システムの連
携を準備を進めている。②業務委託
を廃止することが決まったので、4
月からの業務内容のグループ分けを
準備している。

〇 〇

①システム連携の準備を進める傍
ら、書店が提供するシステムを導入
を検討し、来年度からの発注に運用
するよう体制作りを整えている。②
来年度からの体制について人員の確
保もでき、業務分担も整備できてい
る。

〇 〇

①研修委員として研修会を参画し準
備を進めている。第1回研究会は11
月19日に開催予定である。②図書館
職員各人にテーマを選択してもら
い、研修の成果を利用者対応マニュ
アル化もしくは業務のマニュアル化
に反映するよう準備している。

〇 △

①研修委員として研修会を参画し研
修会を実施した。②図書館職員各人
のテーマに則した利用者対応マニュ
アルを作成し、テーマに応じて館内
のモニターで上映している。

〇 〇

Web Classを利用した活動内容の確
認やランチミーティング・交流会・
活動の発表報告会等を行い図書館サ
ポーターの活動を支援している。後
期は図書館セミナーでの実演や図書
館ゲームの実施等、発表の場を設け
ているので、その準備を進めいてい
る。

〇 〇

教育研究成果をより広く社会に発信
するため、就実学術成果リポジトリ
を整備し充実させる。

JAIRO Cloudへの移行を適切に行
い、研究成果を学外へ発信する

図書館内の防災マニュアルを作成す
る。

図書館利用者および図書館資料を守
るため、自然災害発生時を想定した
マニュアルを作成する。

①学生の主体的な学びをサポートす
る施設として、より利用しやすい雰
囲気や居場所として快適な空間を提
供するための環境整備を行う。
②学生の利便性を図るため、図書館
システムの更新を行う。

①2階のゾーン分けをより明確にす
る。PCを一箇所に集約し、PCコー
ナーとする。入館ゲート付近にリ
ラックス出来る場所を設ける。
②図書館システムの更新を行うとと
もに、図書館内PCの環境を整える。

①日常的に行う図書館業務を効率化
し業務時間の短縮を図る。
②業務委託の見直し結果をもとに、
業務委託のあり方の変更を行う。

①図書の発注効率化へ向けて、書店
が提供するシステムの導入を検討す
る。
②図書館業務の委託を見直し、業者
委託を廃止し、事務補助員や学生ア
ルバイトの活用へ変更する体制を構
築する。

図書館職員の専門的スキルを向上さ
せるため、外部研修会への積極的な
参加や遠隔学習の受講を推進する。

毎年行っている研修に加えて、次の
2点に重点を置き、研修成果が利用
者の学習・研究活動の支援へつなげ
ることができるよう具現化する。
①岡山県大学図書館協議会へ研修委
員を出し県内大学との研修会の参画
を行う。
②国立国会図書館の遠隔学習を受講
するとともに、研修成果をマニュア
ル化する。

安全安心なキャンパス確保や法令遵守
そして各種災害対策をしたキャンパス管
理体制を構築し、運営する。

図書館、学術情報サービスを提供するた
めの体制を整備し、機能的に運営する。

教育研究成果を適切に社会に還元する
ための社会連携・社会貢献に関する方
針を明示する。

学長
評価

担当者
評価

計画達成状況

［社会連携・社会貢献］
教育の理念・目的を実現するため
に、社会連携・社会貢献に関する方
針を明確にし、その方針に沿って社
会との連携に配慮し、教育研究成果
を広く社会に還元する。

　部局及び学科における３０年度計画と実行計画
中　期　目　標 中　期　計　画

［教育研究等環境］
教育の理念・目的を実現し、学生の
学修及び教員による教育研究活動
を必要かつ十分に行えるよう、教育
研究等環境の整備に関する方針を
明確にし、その方針に沿って学修環
境や教育研究環境を整備、適切に
管理運営する。

［大学運営・財務］
教育の理念・目的を実現し、大学の
機能を円滑かつ十分に発揮するた
めに、大学の運営に関わる方針を
明確にし、その方針に沿って明文
化された規程に基づき適切な大学
運営を行い、また、教育研究を支
援しそれを維持向上させるため
に、適切な事務組織を整備すると
ともに、絶えず職員の資質向上に
取り組み、必要かつ十分な財政的
基盤を確立して、大学運営を適切
に行う。

［特色ある取り組み］
社会を意識して学び、学生自らが
成長を実感できる教育改革、充実
した学生生活支援、新たな価値を
創出する地域連携活動などを通し
て、本学の魅力や教育・研究の質
を高め、個性を磨いて差別化を図
るため、特色ある大学改革を推進
する。

就実大学大学院・就実大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

部局名（学部又は事務部）： 　図書館事務室

【平成３０年度大学院・大学の主要事業計画と改革の重点事項】

計画：平成30年5月18日／中間報告：平成30年9月30日／最終報告：平成31年3月31日

①3ポリシーに基づく教養・専門教育カリ
キュラムの体系化、スリム化など抜本的な
改革を実施する。

事務業務処理の電算化、事務業務のア
ウトソーシングの実施など、事務機能の
改善・業務内容の多様化への対応策を
とる。

事務職員の資質向上に向けた研修等の
取り組みを行う。



学科名：

平成３０年度計画 平成３０年度実行内容

学長
評価

担当者
評価

計画達成状況
　部局及び学科における３０年度計画と実行計画

中　期　目　標 中　期　計　画

就実大学大学院・就実大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

部局名（学部又は事務部）： 　図書館事務室 計画：平成30年5月18日／中間報告：平成30年9月30日／最終報告：平成31年3月31日

図書館サポーター発表の場として、
図書館セミナーでの絵本読み聞かせ
実演を実施した。12月には図書館推
理遊戯を2月にはリレー小説の完
成・発行までを行った。行事に参加
し図書館に興味を持つ学生を増やす
ことができた。

〇 〇

◆中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況の運営について◆

（２）平成３０年度実行内容は、平成３０年計画の具体的取組・実行内容を具体的にかつ定量的（数値的）に記載する。

（３）計画達成状況は、年度途中（9月末）、年度末（３月末）に計画の達成状況を部局長及び学長が評価し、次年度計画の参考とする。

（１）平成３０年度計画は、就実大学大学院・就実大学中期目標・計画の具体的な取組・実行内容に基づいて計画する。中期目標・計画に関連して、新たな取組がある場合は項目を増やして記載す
る。

図書館で現在行っている学生協働活
動を推進し、学生の主体的な学びを
サポートする体制を拡充させる。

図書館サポーターの活動を支援する
とともに、今年度は発表の場を設
け、学生の活動がより多くの学生に
広報できるしくみ作りを行う。

する。
（１）組織的な大学改革への取り
組みと活力ある組織への転換によ
る教学ガバナンスの強化
（２）3ポリシーを具現化して学
生の成長を促進する教育改革と多
様性豊かな人材育成の推進
（３）学内環境の整備と学生生
活・修学・キャリア支援体制の強
化による学生の満足度向上
（４）入試・奨学金制度改革によ
る優秀な学生の確保と効果的な入
試広報活動の充実
（５）教員研究力・地域貢献力の
向上・活性化によるイノベーショ
ン創出とグローバル化推進

改革を実施する。
②ICT教育やアクティブラーニング、PBL
などの主体的学びによる教育の質転換
を図り、特色ある教育で学生の成長を推
進する。
③学部混合型初年次教育プログラム「ス
タートアップ就実」の導入、社会を意識し
た学び、学修支援体制を強化する。
④基礎力診断を継続実施して、多様な
学生の個性・強みを伸ばし、時代の変化
にも適応できる実地有用の人材を育成
する。


